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衆議院環境委員会ニュース 

平成 27.5.29 第 189回国会第８号 

 

5月 29日（金）、第８回の委員会が開かれました。 

 

１ 環境の基本施策に関する件 

・気候変動に関する閣僚級会合の結果について、望月環境大臣から報告を聴取しました。 

・望月環境大臣、高橋環境大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

（質疑者及び主な質疑内容） 

馬 淵 澄 夫君（民主） 

・環境省が試算した再生可能エネルギーの導入見込み量

は最大 35％となっているが、この環境省の試算はエネ

ルギーミックスの算定に活用されたのか、経済産業省

に伺いたい。 

・我が国の温室効果ガスの排出量はこの 20年で減少する

どころか約 10％も増加しているが、このような状況下

でどのようにして 2030年までに 26％も削減するのか、

具体的な施策について望月環境大臣に伺いたい。 

・原発の再稼働及び運転期間延長に関しては原子力規制

委員会による厳しい審査が行われているうえ、新増設

又はリプレースについても現状では想定していないと

のことであり、エネルギーミックスで目標としている

原発の電源構成比率を維持できるか不透明であると考

えるが、このような状況下で約束草案に掲げようとす

る温室効果ガス削減目標を達成できるのか、望月環境

大臣に伺いたい。 

 

中 島 克 仁君（民主） 

・昨年国内で発生したデング熱について、地球温暖化の

影響と考えているか。また、今夏のデング熱の感染防

止に向けた対策を環境省に伺いたい。 

・気候変動に対する適応計画の策定が遅れている理由及

び８月までの策定に向けた望月環境大臣の決意を伺い

たい。その際、地域ごとの脆弱性等を踏まえて策定す

る必要があると考えるが、今後どのように策定してい

くのか、また、法制上の位置付けを行う考えがあるか

も伺いたい。 

・環境省における障害者就労施設からの調達推進につい

て、望月環境大臣の決意を伺いたい。 

 

田 嶋   要君（民主） 

・指定基準に該当しなくなった指定廃棄物は指定を解除

していくべきと考えるが、その検討状況及び放射性物

質の自然減衰により放射性濃度が基準を下回った指定

廃棄物の量の推計について、環境省に伺いたい。 

・千葉県における指定廃棄物の処分場の設置問題につい

て、市町村長会議の議事録を読む限りでは、県内１カ

所に設置して集約処分するという環境省の考えが市町

村長に理解されたとは言いがたいと考えるが、望月環

境大臣の見解を伺いたい。 

 

篠 原   豪君（維新） 

・昨年３月、国連の気候変動に関する政府間パネル（Ｉ

ＰＣＣ）の総会が我が国で初めて横浜市で開催された

意義について、望月環境大臣の所見を伺いたい。 

・2030年度の温室効果ガス削減目標についての我が国の

約束草案に関して、国民からの意見募集（パブリック

コメント）も含めた正式決定に至るまでのスケジュー

ルについて望月環境大臣に伺いたい。 

・平成 24 年４月の第４次環境基本計画において、2050

年までに温室効果ガスの排出量の 80％削減を目指す

ことが閣議決定されている。我が国で多数計画されて

いる石炭火力発電所の新増設はこの目標と整合性がと

れるのか、望月環境大臣の見解を伺いたい。 

 

河 野 正 美君（維新） 

・造礁珊瑚だけでなく宝石珊瑚の保全に関しても、自然

保護の観点から環境省がリーダーシップをとる必要が

あると考えるが、望月環境大臣の見解を伺いたい。 

・２国間条約に比べ多国間条約の方が、保全や管理に関

する関係各国間の話し合いがスムーズに行われると考

えられる。このため、移動性野生動物の種の保全に関

する条約（ボン条約）を締結することは、我が国にと

って意義のあることと考えるが、現在の政府の見解を

伺いたい。 

・イルカの追い込み漁の問題を契機に、動物園・水族館

の根拠に関する法律を制定するよい機会ではないかと

考えるが、望月環境大臣の見解を伺いたい。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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島 津 幸 広君（共産） 

・東日本大震災の影響等で、火力発電への依存度が高く

なり温室効果ガス排出量が過去２番目に多かった

2013 年を基準年とする温室効果ガス排出削減目標が、

なぜ国際的に遜色なく、野心的な目標だといえるのか、

望月環境大臣に伺いたい。 

・アメリカ、ＥＵ、中国等は石炭火力発電を減らす方向

で動いており、我が国もこの潮流に逆らうことなく石

炭火力発電を減らすべきと考えるが、望月環境大臣の

所見を伺いたい。 

 

玉 城 デニー君（生活） 

・今後のクールビズの実施に当たっての計画と広報につ

いて環境省に伺いたい。併せて、クールビズの導入に

よるこれまでの成果についても伺いたい。 

・高齢者等は熱中症に注意が必要であるが、この熱中症

対策に係る環境省の具体的取組について伺いたい。 

 

２ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び災害対策基本法の一部を改正する法律案（内閣提出第 59号） 

・望月環境大臣から提案理由の説明を聴取しました。 

 


